パブリックコメントの回答について
「多治見市大学奨学資金給付規則の一部改正について（奨学生資格の見直し等）｣のパブリックコメント募集手続きについては、令和７年６月13日から７月14日まで募集し、３名から３件の意見が提出されました。いただいた意見と市の考え方は、以下のとおりです。

	いただいた意見の要旨
	市の考え方

	奨学生資格で、１年以上の住民登録を不要とすることに賛成します。
親の事情を問わず、子ども達が望む教育を受けることができ、それを支えることができる多治見市であってほしいと思います。
いつも子どもたちのために尽力いただきありがとうございます。

	貴重なご意見ありがとうございました。

	　どの家庭においても、子の福祉は守られて欲しいと思います。
　格差が広がる社会の中で、少しでもその格差を埋められるきっかけになり得るこの制度で、１年以上の住民登録は不要であるべきだと考えます。

	貴重なご意見ありがとうございました。

	　奨学生資格で、１年以上の住民登録を不要とすることについて、離婚等事情により、ふるさとに帰られた方を考慮するとありがたい改正かと存じます。
　親の事情で生活が変わった際、子どもにとってプラスの選択肢が増えることにつながるのではないかと期待を寄せます。
　こういった制度がある事を、該当転居者や高校生に積極的にお伝えいただきたいとも思いました。
　本当に必要な人に、正当な状況で制度が活用されることを一市民として望みます。

	貴重なご意見ありがとうございました。
《参考》高校生の方への周知については、現在、市内及び近隣高校への制度案内文書の送付及びホームページ掲載などを行っています。


